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図 2　柵形埴輪の変遷（模式図）
























5. 秋津遺跡の方形区画（橿考研 2010 図 2）
6. 三ツ寺Ⅰ遺跡柵列（若狭 2004 図 17）
7. 車駕之古址 墳囲形埴輪（前田 1993 図 10） 8. 狼塚古墳　柵形埴輪配列（今尾 2003, 79）
図 1　柵形埴輪出土例と柵形埴輪・囲形埴輪のモデル（5、6 は筆者加筆）










形 長 短 長 短 高
9 長屋２号墳 墳丘斜面（?） 1 方 不明 不明 不明 ？ （5） 10 （11）
10 佐紀石塚山
古墳
北渡土堤 4～ 3 楕円 不明 2？ 円 2 （25） ？ （15）
4 楕円 不明 2？ 円 2 30 10 （23）
5 楕円 不明 2？ 円？ 2 29 17 （23）
6 楕円 不明 2？ 方 2 推34 16 （21）
11 櫛山古墳 周溝内
（堤状遺構）
11 1 楕円 8？ 3条 半円 2 37 20 47
2 楕円 8 3条 半円 2 37 20 48
3 楕円 8 3条 半円 2 35 18 （38）
4 楕円 8 3条 半円 2 31 12 （35）
5 楕円 不明 3条 半円 2 推32 19 （44）
6 楕円 不明 3条 半円 2 33 25 （45）
10 楕円 不明 3条 半円 2 推36 推18 推52
12 巣山古墳 出島状遺構 10 2 楕円 10？ 2列 円 1 43 16 33
1 楕円 1～ 2列 円 1 30 16 ？
18 楕円 12？ 2列 方 1 42 16 34
13 乙女山古墳 造出 2 A 楕円 不明 不明 円 1 32 12 （8）
B 楕円 不明 不明 ？ 32 13 （7）
14 築山古墳 張出部周辺 
（造出）
（3） 楕円 不明 2列 不明 小破片
15 宝塚１号墳 造出 6～ 226 楕円 不明 不明 不明 23 18 （8）
227 楕円 不明 1～ 不明 （26） 16 16
228 楕円 不明 不明 円 1 30 ？ （8）
229 楕円 不明 不明 円 1 32 17 （14）
230 楕円 8 2 円 1・2 28 17 28





（2） 楕円？ 不明 1～ 不明 ？ 小破片
17 公卿塚古墳 周溝内
（造出）





16～ 1 楕円 10 2列 円 1 33 26 41
2 楕円 8 2列 円 1 32 25 40
3 楕円 8 2列 円 1 37 28 40
4 楕円 10 2列 円 1 34 26 40
5 楕円 8 2列 円 1 34 27 38
6 楕円 8 2列 円 1 29 20 37
7 楕円 8 2列 円 1 30 20 推40
8 楕円 8 2列 円 1 32 23 39











形 長 短 長 短 高
1 仙道古墳 周溝内（？） 5 6 円 8～9 2条 円 2 23 50
7 円 19～20 2条 円 2 23 （44）
8 円 11 2条 円 2 23 （54）
47 円 9～10 2条 円 2 26 （38）
（土橋？） 53 楕円 12 0 円 　 30 20 29
2 百足塚古墳 周堤外
（堤上？）
15 178 楕円 15（16） 2条 円 2 34 24 45
179 楕円 12（14） 2条 円 2 28 21 35
180 楕円 7（14） 2条 円 2 26 19 37
181 楕円 12（13） 2条 円 2 30 19 38
182 楕円 13（16） 2条 円 2 35 24 44
183 楕円 7（15） 2条 円 2 32 27 42
184 楕円 11（13） 2条 円 2 33 22 36
185 楕円 8（12） 2条 円 2 36 26 39
186 楕円 8（13） 2条 円 2 29 20 35
187 楕円 4（14） 2条 円 2 32 22 35
188 楕円 8（14） 2条 円 2 26 21 39
189 楕円 8（13） 3条 円 3 32 22 40
3 池田古墳 南造り出し 2～ 1054 楕円 10 2列 半円 1 32 15 29
4 今城塚古墳 内堤張出 24 9 方 8 2条 円 〇 42 ？ 42
10 方 10 2条 円 〇 47 ？ 42
11 方 16 2条 円 〇 42 ？ 37
12 方 10 2条 円 〇 ？ ？ 47
5 狼塚古墳 くびれ部 8 69 方 不明 0 円 〇 53 10 （31）
70 方 10 2帯・突 円 〇 43 10 44
71 方 不明 不明 円 〇 52 12 （23）
72 方 10 2帯・突 円 〇 50 8 45
73 方 14 2帯・突 円 〇 〇 44 10 推45
74 方 12 2帯？突 円 〇 43 10 43
75 方 10 2帯・突 円 〇 44 15 推42





4～ 82･84 方 10？ 1～帯・突 円 〇 46 ？ （20）
83 方 2以上 不明 不明 ？ （21） ？ （10）
93 方 2以上 1～帯・突 円 〇 45 ？ （13）





2 A・A’ 方 1以上 3？帯 円 〇 （27） 推14 （26）
B 方 4以上 2？ 円 〇 （46） 推14 （25）
8 土師ノ里遺跡 撹乱（不明） 1？ 31 方 不明 2？帯・突 不明 ？ （12） ？ （19）
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表１　柵形埴輪出土遺跡一覧









































































































































































































































山田清朝 2015『朝来市池田古墳』兵庫県文化財調査報告 41 号
若狭徹 2004『古墳時代の地域社会復元・三ツ寺Ⅰ遺跡』新泉社
























































































































































































ある。最小は宝塚古墳の資料№ 230 となるが、おおむね 36cm ～ 43cm
の間に収まることが解かる。断面楕円形の幅は長径が 28cm ～ 43cm で
短辺は 10㎝～ 25㎝といずれもばらつきが大きい。断面長方形の幅は長






























される。前者は、突帯が 2 条、3 条、無いものがある。2 条の場合は近
接しているものと間隔をあけて貼り付けられるものに分かれる。断面
が円形のものは、現時点で福岡県仙道古墳の 1 例であるが、間隔のあく
2 条突帯で 2 段目に一対の透孔を穿つ。突帯の無い資料（宝塚 1 号墳№





























た個体は 12 点であるが、破片資料から推定個体数は 14 点とされている。
断面は楕円形で、口縁部は鋸歯状を呈し、鋸歯の数は 12 ～ 16 個である。
器高・鋸歯の幅・高さ、間隔はバラツキがあり規格性は見られない。突
帯は底部から 2cm ほどの位置と鋸歯直下に２条貼り付けられる。1 点の
み（図 1−4 ②）胴部中央にも突帯をつけられていて 3 条となっている。
















































　【宮崎県百足塚古墳】（図 1−3・4）墳長 82m の前方後円墳古墳で後円
部を真北に向け周囲には盾形周溝が巡る。さらにその周囲に周堤が巡
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